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〇考え方
・発電所内を対象とした訓練は、これまでの連携などにより、極端に対応ができていない状態
ではないが、発電所外については、これまでの国や自治体の訓練などで連携の実績はあるも
のの、頻度が少ないことなどから、要員への経験をさせる上で対応が必要となるものがある

・上記を踏まえ、訓練対象項目のうち、３Ｈ（はじめて、変更、久しぶり）の観点から抽出
→経験できていないものを経験することで、緊急時対応能力が向上
経験することで、対応者の共通認識を醸成するととともに、必要に応じて手順等を拡充

〇対 象
【原子力事業所災害対策支援拠点（後方支援拠点）※における対応訓練】

※LSB：Logistics Support Base

１．国の原子力災害対策マニュアルに定める後方支援拠点参集者（自衛隊などの実働省庁、
原子力規制庁）との連携に関する経験が少ない。
このことから、 及び原子力規制庁との連携を確認する。

（訓練概要）
・実働機関との連携として、 によるオンサイト活動に係る支援の依頼・調整
や情報共有を行う。

・実働機関との調整にあたって、規制庁派遣者との連携を確認する。

２．これまでの訓練で現地設営、即応センターとの連携は、毎年実施してきているものの、
後方支援拠点から発電所へ警戒区域境界付近における活動（車両の汚染確認や車両除染
や入退域管理）の経験がない。
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目 的

ｏLSBを効果的に運用するためには、即応センターとの連携（依頼・情報共有・報
告など）が非常に重要であるため、実態に即した訓練を実施し、LSBが有効に機
能することを確認する。

ｏ支援組織（原子力規制庁・ ）との連携(オンサイト支援のための情報
共有や調整)した、実効的なオンサイト支援に係る活動を確認する。

ｏLSBから発電所へ警戒区域境界を跨いでの支援物資等の輸送に係る訓練（車両汚
染検査、除染、車両管理等）により、

ｏ発電所までの支援物資輸送の手順について、放射性物質放出後や地震による道路
損壊等により輸送ルートが確保困難な場合における発電所までの支援物資搬送に
係る対応等を確認する。

ｏ拠点運営及び除染対応についての検証のポイントを明確にしたうえで、訓練に取
り組むとともに、運営手順や役割についての習熟を図り、新たな視点で改善点が
ないか確認し、更なる充実を図る。
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目標設定及び検証のポイント 3
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訓練日程及び訓練内容 4
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訓練日程及び訓練内容 5
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玄海原子力発電所
緊急時対策所

発電所対策本部

副本部長
本 部 付

（第二所長他）

・総  括  班 ・安全管理班
・保 修 班 ・運 転 班
・運転支援班 ・広 報 班
・総  務  班 ・土木建築班
・原子力訓練センター班

本店対策本部

副本部長

原子力発電
本部長

・総 括 班
・原子力技術班
・復旧支援班
・広 報 班
・支 援 班
・地域支援班

本店
原子力施設事態
即応センター

情報共有
支援の依頼

原子力規制庁
緊急時対応
センター

本部長
原子力防災管理者(発電所長)
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情報共有

（発電所⇔本店）

本部長 社長

実働機関との
調整状況共有

・
・
・
・

体 制
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評 価

〇令和５年１月２４日 「第6回 原子力事業者の緊急時対応に係る訓練及び規制の関与のあり方

に係る意見交換」で示された「緊急時対応組織の実効性の向上に係る評価指標案」に基づき社

内及び社外からの評価者による評価を行う。（評価体制及びチェックシートは別途検討）

〇緊急時対応組織の実効性の向上に係る評価指標案における玄海総合訓練時の対応（案）
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評 価 8
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